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すると、 5 日後の S月 2日に戸倉氏から電話を頂き、 












































































































ー 生徒百七拾壱名 内塁 百三＋三名ニ＋A名 
外ニ 他小学校へ入学ノ者 三人 L 女三人 






二十ニ， 下等 弐級 二十四人 内雲 二人 
ニ十ニ人 下等 三級 二十五人 内雲 三人 
ニ十ニ人 
下等 四級 二十五人 内雲 三人 
下等 五級 
下等 七級 
















































(5)「イ」の部分は原文では「井」。 r'J のカタカナ「キ」 
の意味であると推測される。ここでは「イ」を用いた。 
(6）この「村」の部分は原文では「郁」． 

























































との資料は、奉書紙を用いた文書I枚で、横 56. 3crn 
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成 18年 10 月）された地域がこれにあたる（『広報ふくろ
い」平成］8年 11月 1日、14 頁）。ちなみに自治会公民館
の呼び名は現在でも「ねぎや会館」であり、「ねぎや」は
通称として今も残っでいる。戸倉鼻一氏の自宅はこの地域
にある。戸倉新資料を掲載する『ふるさと袋井」では、本
文では戸倉氏の名前の上に「愛野」と記されているが、目
次では戸倉氏の名前の上に「ネギヤ」と記されている。ニ
の違いも上の事情と同じで、どちらも正しいのである。愛
野地域のー部に「ねぎや」と呼ばれた地区があることを知
らない人には、今後も混乱を招く恐れがあると思われるの
で、ここに記しておく次第である。 
(7）同上、55頁。 
(A）戸倉井一氏自身は自らの家のことを名家と言っている
訳ではない。氏は、祖先がこの地の世話役のようなことを
していたらしい、という表現だけで説明きれた。戸倉昇一
氏自身も昭和 54-,55年及び58-59年に袋井市教育委員長
を経験されたり、『ふるさと袋井』の編集委員（1986 年発
行の第3集奥付に編集者が 4名記されているが、そこに戸
倉氏の名もある）をされたこともある。氏もまた地域に貢
献されてきた方である。 
なお、 氏の正しい名前は「昇一」であるが、例えば袋
井市のホームページ内にある「歴代教育委員長」の中では 
「昇一」と記されている。『ふるさと袋井』第4集でも、 
本文の署名部分では正しい「鼻」の字で記されているが、 
目次では「昇」となっている。「鼻」を「昇」と誤記され
るニとはよくあることだと、ご本人も述ぺておられた。 
5.本資料から分かる用行義塾の新情報～まとめ
にかえて 
戸倉新資料から分かる果行義塾に関する新情報に関し
て、筆者が特に注目する事柄を 3点だけ列記しておく。 
〔1〕発起人すなわち創設者であった9人の名前が、新
資料①によって初めて判明した。本誌前号掲載の拙稿「用 
行義塾と福沢論吉」では、設立者に関することは何も分
からないと記したが、その後、筆者の調査がやや進展し、 
足立儀八、足立貫一の名は、他の資料でも確認できてい
た。しかし、この 2人以外は全く不明であった。発起人
が 9人もいたこと、そしてその実名が判明したことは大
発見である。 
[2〕用行義塾を設立するための活動が、明治4年には
既に進行していたことが明らかになった。すなわち、資
金集めの活動、及び用行義塾の「学堂」建設作業が実行
され、学堂の「土木切」が明治 4年 12月に終了した事実
が新資料①に記録されている。土木切とは具体的には何
を指すのか、筆者は解明できていないが、建設工事の一
工程であることは間違いないであろう凸それの終了とい
うことは、建築作業は明治4年 12月以前から始められて
いたことになる。この時期が明確になったことは重要な
意味がある。 
なぜなら、土木切が終った明治4年 12月は、『学問の
す●め』初篇が出版された明治 5年 2月よりも前である
からである。筆者は、用行義塾の《設立趣意書》に『学
問のすすめ』の影響が認められるからといって、それが
用行義塾設立の契機であるとは限らないことを前掲「用
行義塾と福沢論吉」で指摘した。『学間のすすめ』出版よ
り前に土木切が終了していたという事実から、用行義塾
は『学間のすすめ』の影響を受けて設立された訳ではな
いと断言できる。つまり筆者の指摘が正しかったことに
なる。筆者にとり、これも大きな収穫である。 
〔3〕掛川から用行義塾に招かれた教師は「岡田清直」 
であると、新資料①に記録されている。従来、「岡田直」 
とされていた人物は「岡田清直」である可能性が出てき
た。これも、今回初めて分かった事柄である。既に筆者
は岡田清直に関する情報も、ごく僅かではあるが見つけ
ている。 
本稿では以上を記すに留めておきたい。 
（追記）今回、原資料を閲覧する機会を与えて下さり、種々
の情報を教えて頂いた戸倉昇一氏、及び最初に情報を提供
して下さった袋井市教育委員会学校教育課・柴田禎弘氏、 
同教育委員会生涯学習課・早川俊之氏、同課文化財係・永
井義博氏（いずれも肩書きは 2014 年7月当時〕に、感謝
の意を表する次第である。 
